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2021年2月に日本で新型コロナワクチンの接種が始まったことを契機に、ワクチンへの
注目が一気に高まりました。当初は、新しいワクチン技術や、予想をはるかに超える発
症予防効果が大きな話題となりましたが、予防接種法の類型上、接種の努力義務が課さ
れたことに加え、かつてないスピードで接種が進んだため、「接種しない」という選択
をした方々への偏見も少なからずありました。本来、努力義務には何ら強制力はなく、
接種の判断には個人の意思が尊重されるべきところ、コロナ禍と相まって混乱が続いた2
年間であったと感じています。本講演では、日本の予防接種制度とその歴史、世界の状
況との比較、有効性と安全性の疫学的な考え方などとともに、ワクチンと人権について
改めて考えてみたいと思います。

1998年大阪市立大学医学部卒業。淀川キリスト教病院に3年間勤務
した後、2001年に大阪市立大学大学院医学研究科博士課程入学。
2005年に同科公衆衛生学・助手（現：助教）、講師および准教授
を経て、2015年より同教授、2022年4月より現職。博士（医学）、
社会医学系指導医および専門医、日本公衆衛生学会認定専門家、日
本疫学会認定上級疫学専門家。日本疫学会指名理事、同学会広報委
員会副委員長（兼）疫学リテラシー普及促進ワーキンググループ長、
日本ワクチン学会推薦理事。厚生科学審議会では、予防接種・ワク
チン分科会委員、同分科会研究開発及び生産・流通部会委員、科学
技術部会委員として、公衆衛生学・疫学専門家の視点から意見を述
べている。
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